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災害支援ナース 実践マニュアル 

 

災害支援委員会 

はじめに 

 この度は宮城県看護協会災害支援ナー

スに登録いただきありがとうございます。 

本県は 2011 年東日本大震災、2019 年台

風 19 号で被災しました。台風 19 号では、

災害支援ナースの派遣を経験し、より実践

において活用できるマニュアルの必要性

を感じ、委員会で検討を重ねてまいりまし

た。 

今回の改訂にあたり、災害支援ナース育

成研修の内容を多く盛り込み、より実践的

なマニュアルにいたしましたので、今後の

支援活動にご活用ください。 

 

         令和 3 年 2 月 
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Ⅰ 災害支援ナースとは 

１ 役割 

① 被災者が健康レベルを維持できるよ

うに適切な医療・看護を提供する 

② 被災した看護職の心身の負担を軽減

し支えるよう努める 

 

２ 活動の場所 

原則として被災した医療機関・社会福祉

施設・避難所(福祉避難所を含む) 

 

３ 派遣時期と派遣期間 

派遣時期：発災後 3 日以降から 1 ヶ月を

目安とする 

派遣期間：一人の活動期間は原則として、

移動日を含め 3 泊 4 日とする 
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４ 心構え 

① 自己完結型の活動が原則 

② 自己の安全を守る 

③ 被災した人々を、それ以上傷つけない

ように、言葉や態度に注意する 

④ 現地の状況やニーズに応じて、柔軟か

つ臨機応変な活動を展開する 
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Ⅱ 派遣要請までの流れ 

（災害支援ネットワークシステム） 
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発災から出発までの流れ 

 

 

 

 

 

 

出発 
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Ⅲ活動準備 

1 情報収集 

① ホームページ 

看護協会や被災都道府県の災害対策本

部など 

② 各省庁情報提供サイト  

国土交通省など 

③ 地図 

④ テレビ・ラジオなど 
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2 所属施設や看護協会との調整と確認し

ておくこと 
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3 支援活動に必要な物品 

 

・災害の種類・発生後の時間経過や季節、

活動場所により判断する 

・基本的には、自分自身が活動を続けるた 

 めに『自己完結で滞在・移動ができる身 

 支度』を行う 

 

※荷物はまとめてリュックにつめる 

(スーツケースは被災地の道路状況により

動かすことが出来ないことがあります) 

※持参するものには所属・氏名を明記する 
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Ⅳ 支援活動の実際 

支援活動の基本（CSCAを意識して） 

 

現地への移動 

・お互いの自己紹介をする。（自分の所属・ 

 経験年数・連絡先の確認をする・経験し 

ている科など） 

・看護協会から指定された場所へ集合し、

担当者へ挨拶する 

 

現場に着いてから 

C：コマンドアンドコントロール 

（指揮命令系統） 

最初に行うこと 

・施設の責任者・担当者へ挨拶 

・到着後看護協会に到着の連絡をする 

・指示された活動場所で受け付け、自己紹 

 介をする 
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・情報共有（現地のニードと活動内容の 

確認）をする 

・前の班の引継ぎを受ける 

・活動部署のスタッフは疲弊していること 

を意識する 

・支援に必要な外部機関の機能と連絡方法 

の確認（救急車要請、診療要請、物流等） 

 

S:セーフティー（安全管理） 

・自分自身の安全（個人防護具の必要の 

有無） 

・避難経路や避難場所の情報収集 

・単独行動の禁止（複数名で行動する） 

・盗難に注意する（貴重品・身分証は身に 

着ける） 

・現場の手順の順守（ミスの予防のため） 

・休息時間と場所の確保 
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・万が一、体調不良時には宮城県看護協会 

 へ連絡する 

 宮城県看護協会☏022－273－3923 

 

C：コミュニケーション 

・略語をなるべく使わない 

・他機関・他支援団体とは情報共有を積極 

的にしていく 

 

A：アセスメント（分析） 

・現地スタッフと一緒に要請と現場のニー 

ズがマッチしているのか確認する 

・健康と生活の視点で被災者の反応や生活 

環境を観察する 

・潜在的な健康問題にも注意する 

・現在の災害のフェーズを意識する 

・災害支援ナースが対応できるものなのか、 

 すべきものかを考える 
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・被災者の自立への支援を意識する 

（自分で出来ることは自分でしてもらう） 

 

Ｔ：トリートメント（支援内容） 

１）生活環境への支援 

・冷暖房などの温度調整や換気、照明、 

騒音の配慮 

・居室・トイレの清掃、ゴミの始末 

・ゾーニング（食事する場所と休む場所を 

分離する） 

 

２）食生活への援助 

・高齢者、乳児、体調不良や消化器機能の 

低下している人、高血圧や糖尿病・透析 

患者等慢性疾患をもつ人に対する食事 

内容の検討の依頼（栄養士のチームへ 

相談等） 
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・水分補給への援助 

・食事介助（入れ歯の有無・清掃、口腔内 

の環境） 

 

３）保清・排泄への援助 

・介助を要する人に対する入浴介助 

・入浴できない人への清拭・洗髪 

・おむつ交換等の排泄介助 

 

４）睡眠・プライバシーの確保に対する 

援助 

・不眠やストレスへの原因の把握 

・個人スペースの確保 

・更衣室・静養室の確保 

 

５）活動に対する援助 

・基本的生活リズムを整える 

 



15 

 

・運動不足解消のため活動の場の確保 

例）子供たちが遊ぶ場所の検討 

 

６）精神面への援助 

・災害ストレス反応への理解を示す 

・話し相手になる 

・定期的な巡回相談、声かけ 

・交流の場作り 

 

７）健康管理 

・被災者の健康チェック「バイタルサイン」

「睡眠状況」「食事摂取状況」「内服薬に関 

する状況」「早期受診を促すための情報 

提供」「在宅避難者であれば住宅の状況」 

など 

・災害関連疾患（生活不活発病、エコノ 

ミークラス症候群、腰痛など）への対応 
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８）感染症予防 

・生活居住スペースの土足禁止、定期的な 

 清掃を促す 

・風邪やインフルエンザなどの呼吸器感染 

症、食中毒、下痢・嘔吐、などを疑われ 

る場合、できるだけ他者と隔離し早期 

受診を促す 

・手洗い、うがいの励行、口腔ケアの励行 

換気 

・予防接種の情報提供（インフルエンザ等）、

声かけ 

・賞味期限の確認、食べ残しの食品の管理 

 

９）記録 

○活動中の記録 

・引継ぎのための記録と活動報告書 

・記録には事実のみ記入する。憶測・推測 

 は書かない 
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・誰に・何のためにした（対象・目的・実 

 施内容）を記載する。 

・写真を撮る担当者を決めておく。SNS 等 

 はアップしない 

○活動後の記録 

・後日、活動終了報告書（宮城県看護協会 

 災害支援ナース活動報告書）を県看護協 

 会に提出する 

 

〇活動終了後の報告 

・担当者へ挨拶をし、後任者への引継ぎを

行う 

・災害活動の終了を県看護協会に報告する 

・後日、活動終了報告書を提出する 
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10）マスコミ対応 

・記者の所属及び連絡先、取材の目的を確 

認する 

・活動場所の責任者と、宮城県看護協会に 

 連絡して、対応方法を確認する。 

結果も報告する（発言したこと、放送の 

日付等） 

・憶測・推測で発言はしない 

・マスコミや取材は敬遠しなくてよい 
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Ⅴ 支援者のストレスチェックと 

自分自身（支援者）のケア 

  

災害業務に従事される方は、業務量のオ

ーバー、長時間勤務、悲惨な光景の目撃な

どによって、様々なストレス反応がおきる

ことがありますので、普段以上にご自分の

健康管理やストレスケアを大事にしまし

ょう 

・たとえ短い時間でも食事や休息、リラッ 

 クスするための時間をとる 

・支援の仲間同士で声をかけあい、仲間の 

様子を確認し、自分の状態をチェックし 

て、互いに支えあう方法を考える 

・疲れすぎないように無理のない活動時間 

を守り、仕事を複数のスタッフで分担し、 

定期的に休息をとるようにする 
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氏名  

所属  

所属住所  

所属の電話番号  

宮城県看護協会 ☏022－273－3923 

 

災害支援ナース

登録番号 

 

自宅住所 〒 

電話番号  

メールアドレス  

緊急連絡先 

名前 

 

あなたとの関係 

住所  

緊急時電話番号  

血液型  
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